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「おまえの家に来る」の表現

町

0．はじめに

琉球語は、B．H．Chamberlainの

EssayintheaidofTheRyuukyuan

Language（1895）によって、日本語の

姉妹語とされた。これ以降、日本語は、

東条の区画をはじめとして、本土方言と

琉球方言の二大方言として区画されるよ

うになった。本土方言と琉球方言には、

著しい相違があるものの同一祖語を有す

る方言として位置づけられるようになっ

た。

方言として区画されるということは、

同一言語に属しているということであり、

むしろ類似性が強調されるはずのもので

あろう。しかし、両方言のあまりの隔た

りに、これまで両方言の差異性にのみ注

目があつめられてきた。両方言の類似性

に言及したものに、わずかに伊波と藤原

を見ることができる。伊波は、山口麻太

郎のF壱岐島方言集』収載の2，600語の

うち約270語をとりあげて、「琉球語と

壱岐方言との比較対照」としてまとめたI㌔

藤原は、与論島や沖永良部島の、

〇三了二言チャイヂラン青天ジ。

もう熱は出ないだろう。

のような体言止めの構文が、九州中部以

南の方言に聞かれる、

○ミテヤ亨ンポーイニア万す。

博光

みんな山の方へ逃げるのだった。

と類似の表現法であることを指摘してい

る2）。二大方言を分かつ方言区画緑をま

たいで、九州方言と琉球方言の類似がい

くらか報告されているのである。

1．話者基点方言と聴者基点方言

九州方言の話者が、他方吉城で生活す

るようになって、まわりから指摘される

方言的な表現に、

○明日おまえの家に遊びに来るからね。

がある。全国共通語（以下標準語）だと、

「来る」は、「行く」でないと不自然で

ある。

青木（1990）は、このような場面で、

「行く」をとる方言を話者基点方言、「来

る」をとる方言を聴者基点方言と呼んで

いる3）。青木は、同論文で、「行く」を

使うか「来る」を使うかは、「やりもら

い」の「やる」を使うか「くれる」を使

うかと同様、個々の単語の意味の問題で

はなく方言の類型的な問題だと述べてい

る。青木は、まず二つの類型を英語と比

較し、英語を「謡聴者複心言語」と呼び、

日本語の東京方言のような言語を「話者

単心言語」と呼んでいる。さらに話者基

点方言と聴者基点方言の類型を日本語の

標準語と比較し、話者基点方言と聴者基

点方言の地理的広がりおよび歴史的広が

ー25－



りについても考察している。

地理的な広がりに関しては、大望

（1983）の報告もある。大望は、九州方

言域内で、「行く」と「来る」の使い分

けをする方言が、筑前西、肥後、日向を

結ぶ地帯以南に分布しているとする4）。

以下には、琉球方言も聴者基点方言で

あることを確認し5）、さらに奄美諸島の

与論島方言を対象に聴者基点方言と考え

られる表現を整理し、この種の表現法が

南九州方言とつながりがあることに言及

する。おわりに、こういった表現法が、

個々の単語の意味論的な用法の問題でな

く、対者をどのように待遇するかといっ

た表現論的な問題として把握されなけれ

ばならないことを述べようとするもので

ある。

2．与論島朝戸方言の例

北琉球方言に区画される6）奄美与論島

方言では、聴者中心的な表現を以下のよ

うにまとめることができる。＜　＞で方

言の直訳をしめし、さらに標準語訳を付

ける。（）に話者と聴者を表示する。

文頭のグロッタルストップを？、招音は

nで表す。文のアクセントは省略する。

1）「来る」の言いかた

17att！a：SatiniikJu：kutumattfurio：．

（育男→同）

＜明日明後日に　来ること　待っ

ておれ　よ＞

2・3日して行くから待っていてく

れ。

2　nja：nujune：？aiibinnjakjundo：．

（中男）

＜今日の　方　遊び　来る　ぞ＞

今晩遊びに行くぞ。

3？ure：ta：iikatia：tia：ki：de：ruian．

（中女→老女）

＜あなたがたの（家）へは　いつ

も　束である　ね＞

あなたがたの家へはいつも（運び

に）行ってるよね。

4？i周i：？e：bnりin tudikjun do∴

（青女→同）

＜いっであってさえも．飛んで来

る　ぞ＞

いっでも（結婚式には）飛んでく

るぞ。

培準語の「行く」に相当するところに

kjun（来る）が使われている。与論島

方言に「行く」相当のいいかたかないわ

けではなく、話者個人の「行く」意志を

表現する場合や第三者の行動を説明する

場合などには？ikjun（行く）が使われ

る。「ta：ga？ikjunga？」（誰が行くの

か？）と問われると、「Wa：ga？ikjun．」

（私が行く。）と答える。第三者が通るの

を見て、「？arja：？ida：ti？ikjuntii？eiga

？」（あいっはどこに行ってるんだ？）

と聞かれると、「pama：ti？ikjuntii？ei．」

（浜に行くところだ）のように応じる。

kjun（来る）表現は、聴者に基点を

置いた表現（筆者の用語では、「対者本

位の表現」）であることがわかる。

2）「やる」「くれる」の言いかた

5　pe：kuianijai．（中女→育男）

＜はやく　やれ　やい＞

はやくよこせ、おい。

6　tegaminagakatiijanjo：ja：．

（老女→吉男）

＜手紙など　書いて　やれよ

ね＞

手紙など書いてよこせよ。

一26－

「

ざt

と言

ずし

論£

んさ

あく

て「

「く

は、l

訳だ

3）「］

10

11



l］an．　　　71ittaipattaika：d3itija：njo：han．

（青女→中女）

いっ　　　　　　＜ばたばた　掻き集めて　やれよ

ね＞

（遊び　　　　　　さっさとかき集めてよこしてよ。

「やる」は標準語では話者本位のぞん

do：．　　ざいな言いかたである。「鉛筆をやる」

と言えば、「やる人」が主体となった、

Lで来　　ずいぶんぞんざいな言いかたである。与

論島方言では、「やる」（ja：Sjun）にぞ

しでく　　　んざい感はともなわない。「やる」のは

あくまで相手であって、相手が私に対し

ころに　　て「やる」のである。

i論島　　　8？a：Sa！igahatakuriran．matt！urjo：．

はいわ　　　　（中女→中女）

話志を　　　　　＜赤さの方が　くれらむ。待って

滑する　　　　おれよ＞

変われ　　　　　赤い方の（着物）をあげよう。待っ

子くの　　　　　ていて。

くjun．」　　9　happi：？urakatikurju：kutuJO：．

通るの　　　　（育男→少男）

？eiga　　　　　＜この大きさ　おまえに　くれる

ど？）　　　　こと　よ＞

ii？ei．」　　　　これだけおまえにあげるからな。

：る。　　　「くれる」主体は話し手である。相手

誌点を　　は、「くれられる」立場である。標準語

吋者本　　訳だと「あげる」が相当するだろう。

3）「取らせる」の言いかた

10tutituratiimi：．tandijakaiai．

（中男→同日下）

＜取って　取らせて　みれ。頼む。

兄さん　やれ＞

取ってください。績む、兄さんよ。

11Warabikatinaga mlJagi ho：ti

turaii．（老女→青男）

＜童になど　土産　買って　取ら

せ＞

子どもなどに土産を買ってあげろ。

12saiti：t！ituratiirni：．tandi．（中

男→中女）

＜酒　一つ　取らして　見ろ。頼

む＞

酒を一本売ってくれ。頼む。

13ta：tiimi：t！ituraii？ei．（老女→

育男）

＜二つ　三つ　取らせ　よ＞

（子どもに菓子を）二つ三つあげ

なさいよ。

文例10の「取ってとらせ」という重

複した表現が、「取らせる」の機能をよ

く示していよう。「取らせる」のはあく

まで相手である。12は、買い物の際の

客のもの言いである。「買う」胤が相手

に「取らせる」ように頼むのである。

tandiは、軽い敬意をともなう依頼表現

の慣用句である。

4）「おまえは～される」の言いかた

14duku？anna．？utarjun do：．（中

女→少男）

＜ひどく　あるな。打たれる

ぞ＞

あんまり悪さをするな。叩くぞ。

15tianagirarjundo：．natiibai

wuribo：．（中女→少男）

＜手投げられる　ぞ。泣いてばか

り　おればよ＞

ぶん投げるぞ。泣いてばかりいる

と。

16hallurumunu．pagibuni？utiiwurarjun

do∴（育男→少男）

＜こうする　者。脛骨　打ち折ら

れる　ぞ＞

こいっめ！足の骨をへし折るぞ。

文例14で、「叩く」のは発話者の中年
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女性であって、第三者から「叩かれる」

のではない。15，16でも「投げる」「打

ち折る」のは話者その人である。

「叩かれる」「投げられる」といった受

け身表現には、「叩く」「投げられる」と

いった話者の直接的な意志表現よりも、

いくぶんかの相手へのあたりをやわらげ

る効果が認められる。娩曲に言おうとす

る表現心意が、それなりの待遇効果を生

みだしていよう。

5）「おまえは～させる」の言いかた

17nutt！idu waro：iu：ru tia：ne：．

（青女）

＜何てぞ　笑わせる　とは　な

い＞

なんておかしい！

18！on！iwarム：iu：ruPutu．（中女）

＜ほんとに　笑わせる　こと＞

ほんとにおかしいこと！

「おかしい」と感じるのは話者自身で

ある。直接的に「おかしい！」と言うと

ころを、聴者中心の「笑わせて」の表現

をとっている。17のduは係助詞「ぞ」、

iunの連体形iu：ruで結んでいる。

6）「～なければ、～ないと」の言いかた

19？jai．pe：ku？uirambo：．（中女→

中男夫）

＜おい。早く　起きらむばよ＞

ねえ、はやく起きてよ。

20mahainago：du：！i？arombo：．

（中女→育男）

＜御飯茶碗などは　身して　洗わ

むばよ＞

ご飯茶碗などは自分で洗ってよ。

21du周uiiinakurambo：．？it！a！irarjunga

tibo．（老女→少男）

＜身一人で　運ばむばよ。如何為

られるかて言えは＞

一人で運ばなければ。どうしよう

もないってば。

22dondoniirannu munu．（老勇→

複）

＜どんどん　やらぬ　もの＞

さっさとやらないと。

23gassant！unkamannumunu．（中

男→吉男）

＜それ位さえも　噛まない　も

の＞

それだけでも食べないと。

仮定的な条件提示の形で文を柊止して

いる。「もう起きなければ」「自分で洗わ

ねば」の条件終止は、間接的な命令とな

る。「はやく起きろ」や「自分で洗え」

といった直接的な命令表現よりも、あた

りのやわらかい表現となっている。この

種の表現法は、標準語においても盛んに

おこなわれている。

以上、1）から6）まで、与論島方言

に認められる聴者基点（相手本位）発想

の認められる表現を整理した。これらの

表現法を取ることによって、控え目なも

の言い、娩曲的なもの言いが感じられる。

聞き手を中心にという発想が、すでに特

定の待遇効果を意図するものとなるもの

であろう。

方言表現法研究の見地では、このよう

な表現の発想に着目した研究、土地人な

りの発想をすくいあげる研究が重要なも

のとなると考えられる。

3．南九州方言とのつながり

以下に南九州方言のこの種の言いかた

を見ていこう。例を、瀬戸口（1976）の

発表資料から引用する7）。
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（中

も24　オマイゲーナ　ユサイモデセー

キモスが。

あなたの家には夕方にかけて釆

（行き）ますよ云（集金人）＜中女＞

25　バンニナ　アスピ　コン　ナ一。

晩には遊びに来ないかい。＜老

女＞

ハーイ　キモン　デー。

はい、釆（行き）ますから。＜育

男＞

「行く」を「来る」とする典型的な言

いかたである。

ノて　　　　26　オガト　ワレ　ヤッデ　ワイガタ

紀わ　　　　　ァンヤヂ　ウッチャレ。

とな　　　　　　おれのをおまえにやるからおまえ

L」　　　　　のはあいっにうちやれ。＜中男＞

らた　　　　27　ソン　キオ　ヤレ。オイドミ　ヤ

二の　　　　　　レ。

Lに　　　　　　その木をやれ（よこせ）。おれた

ちにやれ（よこせ）。＜老男＞

旨言　　　相手を中心に据え、自分より高い位置

竃悪　　　におき、「やれ」と言っているのである。

らの　　　　28　ワイガ　ウグッ　ドネ一。

宝も　　　　　おまえが打たれるぞ（おまえをたた

しるご　　　　くぞ）。＜中女→小女＞

こ年！　　「おまえは～される」の発想の表現で

もC　　　ある。叩く主体は話し手の＜中女＞であ

る。いわゆる標準語の表現にも認められ

よう

大仁

はし

よう。

29　ガッチュイ　ワルワセーッ。

ほんとにもう笑わせて（まあ、お

かしいったら）！＜青女＞

30　ワイカイ　ペンキョーオ　サセラ

ユライ。コラー。

おまえによって勉強をさせられ

ることだわい。（中女一→小女）

「おまえは～させる」の言いかたのも

のである。

このほか、瀬戸口（1976）では、「相

手本位」のもの言いとして、「未来法・

完了法をもちいる命令の言いかた」「～

するまいぞなどの禁止の言いかた」「～

しないでおるの言いかた」などをとりあ

げている。与論島方言にはこの種の言い

かたは認められない。

とりあげた類例から、南九州方言と奄

美諸島与論島方言との文表現発想の類似

が色濃く認められる。この「相手本位」

の文表現発想は、本土方言と琉球方言の

方言区画線をまたぐものである。

個々の方言において、文表現発想にも

とづく詳細な方言表現法の記述がもとめ

られる。

4．「賜る」敬語との関わり

相手本位の発想心理の観点から、与論

島方言の敬語法を見直したとき、注目す

べき事実が指摘される；対者を上位とす

る「賜る」敬語の存在である。

与論島方言では、taba：riは、尊敬法

動詞としてもちいられ、また謙譲の捕助

動詞としてもよくもちいられている。尊

敬法動詞は、

31wanukatitaba：ri．（中男→老女）

＜私へ　賜れ＞

私にください。

のように直接的に相手から「賜る」ばあ

いにもちいられる。謙譲の補助動詞とし

ての用法は多彩である。例文を活用形ご

とに示す。

327abitikit！i taba：raran darai．

（育男→中女）

＜呼びてきて　賜はららむ　だろ

うか＞
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呼んできていただけませんでしょ

うか。

33Fumititabe：tando：ja：．（育男→

中男）

＜誉めて　賜へた　ぞや＞

はめてくださったよ。

34？ida：ti？wa：tiitabent！iga．（初

老女→老男）

＜何処へ　おはして　賜へるて

か＞

どこへおいでになっていらっしゃ

るんですか。

35？wa：tiitabei．（中女→複）

＜おはして　賜ふ＞

おいでなさい。（あいさつ）

36wa：iinagakeisaniitaba：ri．（中

女→育男）・

＜私のなど　計算し　賜われ＞

私のも勘定してちょうだい。

37katori！enko：tiikititaba：ri．（中

男→老母）

＜蚊取り線香　つけて　賜われ＞

蚊取り線香をつけてください。

32が未然形、33が連用形の用例であ

る。34はn終止形であり、35はri終止

形である。36、37は命令形である。

taba：riは「～てください」の「くださ

い」に相当する特定の謙譲補助動詞化し

ていることがわかる。これらの文例にお

いて、「賜る」主体はすべて対者であり、

taba：riによる表現は、対者を上位に待

遇する相手本位の待遇の表現と言うこと

ができよう。藤原（1978）によると、尊

敬法動詞「たまはる」系の語は、東北と

南九州に色濃く分布し、奄美諸島から沖

縄本島につながっている。そのほか、近

畿や四国南部にも分布がみられる8）。藤

原（同）では、沖縄本島までしか分布を

おさえることができない。仲宗椴（1976）

によると、宮古多良間や八重山鳩問にタ

ボーリがあるという。また沖縄本島北部

与那嶺にもタポーリがあるとしている9）。

「たまわる」系の語の分布は、南九州

から琉球列島詰方言へのつながりを見せ

てくれる。同時に日本語の聴者基点方言

の分布との重なりをも思わせるものであ

る。この事実に、本土方言の敬語法体系

で大きな役割をしめる「ナサル」系や謙

譲法助動詞の「クダサル」系が南九州方

言や琉球方言に見られないことを考えあ

わせると、さらに両者の敬語（発想）法

の類似性が指摘されることとなる。

5．特定謙譲表現法としての対老
待遇表現

現代日本語で、「～してくださいませ

んか」と「～してくださいますか」とは

ていねい度がかなり異なる。両者の品詞

上の敬語には、異同も増減もない。しか

し、たしかに品位の違いが認められる。

このように、ある種の特定の表現法をと

ることによって、「ていねいさ」をさま

ざまに表現しわけている。

特定の表現法からなぜ「ていねいさ」

を読みとることができるのであろうか。

これは、とりもなおさず、いわゆる自己

を低めて、その結果相手を高める対者本

位の発想が読みとれるからであろう。

飯豊（1977）は「……セティタダク」

の言いかたについて、

「‥日日セティタダク」（休ませていた

だ来ます、司会をさせていただきます；

は関西から入った表現法だが、戦後し

だいに盛んになり、昭和三十年代には
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庁を　　　　広く用いられるようになり、ラジオ・

76）　　　テレビを通じて今や全国に広がってい

こ夕　　　　る。最近では、五段の動詞につけて

と部　　　「ウカがワセティタダク」「カカサセテ

59）。　　　イタダク」などという人さえ見られる。

t州　　　のように説明している10）。「……セティ

諷せ　　　タダク」の言いかたは、現在では一般に

有言　　　広く聞かれる表現になっていよう。

ごあ　　　　藤原（1979）は、この種の特定謙譲表

本系　　　現について、つぎのように説明している11）。

？謙　　　　『月刊琉球文学』第一巻第八号（昭

11方　　　　和三五年八月）に、不騎庵＜宮良当仕

えあ　　　　氏＞の「風雪」（8）があり、その中に次

）法　　　　の記事が見える。

私が「ウサピラーサイ」（押し侍ら

寸者
んや。押しましょうか）というと、車

夫は、「ア、助かった」といわんばか

りに、「ウシトゥラシェー」（押し取ら

ませ　　　せよ。押してください）という。

とは　　　　　沖縄の首里の坂道で、車のあと押し

品詞　　　をする話である。「ウシトゥラセ細」

しか　　　　が「押してください」の意になるので

る。　　　あれば、「取ラセ」が、今、問題の特

をと　　　　定謙譲表現法になると見られる。この

さま　　　　さい、「～取ラセ」は助動詞（捕動詞）

の地位に立っている。

さ」　　　特定謙譲表現法との言いかたは、旧来

か。　　⊃謙譲表現の枠組みをさほど踏み出たも

自己　　○ではない。「自己がへりくだる」とい

名え　　　う謙譲表現の規定でのみ解釈されている。

。　　　持定謙譲表現を、より積極的に「対者本

ク＿　　　三上の発想がまずあり、結果として話者が

へりくだっている」と解釈し直す必要が

．いrこ　　　ろろう。

ます

乙後し
6．おわリに

二に：；　　従来、敬語法研究は、外形的な敬語形
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式にのみ着目してきた。敬語の研究であ

る以上、形式に注目することは当然のこ

とである。しかし、方言対話の世界では、

対等者に対しても、いわゆる下位の者に

対しても軽い敬意（ていねいさ）の表現

がおこなわれている。簡単な言いかた、

ふつうの言いかたの中での「ていねいな

もの言い」を支える待遇表現として、

「対者本位の発想の表現」を位置づける

ことができよう。

青木が言及したように、発想法による

方言の類型化が今後の課題として残され

ている。
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